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Ver.1.0



Academy①
～初回起動から初期設定- Initial setup from first startup～

WoW System
Ver.1.0

初回起動時に、「ユーザーID」「パスワード」「ニックネーム」「年齢」「国」「SNSアイコン(任意)」の登録を行った後、学習カリキュラムの選択を行う。(詳細は次ページ以降)

【Splash:1sec】 【LOGIN】

App icon

下段へ

上段より

【Terms of Use】 【Account info】 【SNS ICON】 【Check】

【 Course Choice 】 【 Your language 】 【 Want to learn 】 【 Learning Level 】 【 Setting Confirmation 】 【 Curriculum Generation 】

上段:アカウント作成

下段:カリキュラム設定

HOMEへ

Human resources side



Human resources side

Academy①
1.ユーザー登録-基本情報登録-Basic User Information Registration

WoW System
Ver.1.0

【LOGIN】 【Terms of Use】

次ページ

<基本情報>
・メールアドレス
・パスワード
・ニックネーム
・年齢
・国

【 Basic Information Entry 】



Academy①
2.ユーザー登録-SNSアイコン-SNS-ICON(Skip Available)

WoW System
Ver.1.0

【Add Profile photo】 【 Check SNS Icon】【Take Photos】

【From Library】

【 Confirm】

Human resources side

※ここまでの基本情報登録で、Academyの全コンテンツが無料で利用できます

カリキュラム
設定へ



WoW System
Ver.1.0Academy①

3.カリキュラム設定-1- Study Curriculum Setting

【 Course Choice 】 【 Your language 】 【 Want to learn 】

○初期は「Language Study」のみアクティブ
○「Information technology」「Madical/Care」
はグレーアウト表示

○項目を編集できるツールが必要

○初期は「English」のみアクティブ
○その他の言語はグレーアウト表示
○項目を編集できるツールが必要

○初期は「日本語」のみアクティブ
○その他の言語はグレーアウト表示
○項目を編集できるツールが必要

【 Learning Level 】

○初期は「N5」のみアクティブ
○その他の言語はグレーアウト表示
○項目を編集できるツールが必要

Human resources side



WoW System
Ver.1.0Academy①

4.カリキュラム設定-2- Study Curriculum Setting

【 Setting Confirmation 】 【 Generation button 】

○「OK」→「Generateページ」へ
○「Reset」→設定をリセットし、
「Course Choice」の状態にする

○「Generate」タップで開始 ○「今まさにカリキュラムを組んでいる」感じを出すため、5秒程度の時間をかける。

【 Curriculum Generation:5sec. 】

HOMEへ

Human resources side



Academy①
5.2回目以降の起動-Second or subsequent activation

WoW System
Ver.1.0

【Splash:1sec】 【Special Supporter:1sec】

App icon

カリキュラム設定が完了した2回目以降の起動時には、選択した学習コンテンツのスペシャルサポーターの表示がされる。(スペシャルサポーターが居る場合に限る)

【HOME】

Human resources side



Academy①
6.支援者クレジット表示-Supporter Credit Indication

WoW System
Ver.1.0

【Academy HOME】 【Supporter credit 】

10,000(JPY)

5,000(JPY)

クラウドファンディングで「5千円/1万円」の支援を
してくれた方を表示する「クレジットページ」が開く

Human resources side

Academy HOMEにある
該当する学習カリキュラムリストをタップ



3.テスト

コンテンツを利用した学習スゴロク

@Work

学習スゴロク

進捗状況

Academy

ホームタブ

アクティビティは
企業に公開される

【Academy HOME】

Academy②
～学習-Learning～

WoW System
Ver.1.0

マルチサービスリンク※

※EC機能や広告などへ
マルチリンク

Human resources side

Academyの主要機能である「学習」並びにその他「コンテンツ」についての使用説明です。「講義ビデオ」「シャドーイング」「テスト」のほか、マルチコンテンツ機能も説明

1.講義ムービー

2.シャドーイング



そとにでよう

Academy②
1-1.講義ムービー 視聴の流れ-Lecture Movie Viewing Flow

WoW System
Ver.1.0

【Lecture】

No.13
講義「そとにでよう」を選択

・HOMEの「学習スゴロク」の講義をタップした場合【Lecture】が開く。視聴後はHOMEへ。

Human resources side

講義ムービー視聴 講義「外にでよう」がスゴロクか
ら消えて、スゴロクメニューが1段
上にスクロールした

【Academy HOME】 【Academy HOME】

13



そとにでよう

●講義ムービーのタイムラインに関連資料へのリンクを表示
サムネイルから関連資料にジャンプして確認できる

Human resources side

Academy②
1-2.講義ムービー 仕様-Lecture Movie specification

WoW System
Ver.1.0

【Lecture】

●講義ムービーの視聴履歴をグラフィック表示
V軸：視聴した日付
H軸：視聴箇所のタイムライン

●講義ムービー
横向きにすると全画面表示に

・講義動画は自動で再生が始まる
・視聴履歴はLRSへ保存され、学習アクティビティとしてカウントされる

Human resources side



そとにでよう

Human resources side

Academy②
1-3.講義ムービー完了リストへの追加- Add to the list of completed

WoW System
Ver.1.0

【Lecture】 【Lecture(LIST)】

・視聴完了した動画はアプリ下部メインメニューの【Lecture】のリスト最上段に追加される。→視聴履歴・繰り返し視聴OK

Human resources side

(レッスン視聴前)

(レッスン視聴完了後)

リストが1段下にスクロールして
最後の視聴したムービーが
リストの最上段にスタックされた



Academy②
2-1.シャドーイング実行の流れ- Shadowing Flow

WoW System
Ver.1.0

Human resources side

No.28
「これってにほ…」を選択

【Academy HOME】

・HOMEの「学習スゴロク」のシャドーイングをタップした場合【Shadowing】が開く。実行後はHOMEへ。

【Shadowing】

シャドーイングの実行 シャドーイング「これってにほ…」
がスゴロクから消えて、スゴロ
クメニューが1段上にスクロールした

【Academy HOME】



Academy②
2-1.シャドーイングの仕様- Shadowing Specifications

WoW System
Ver.1.0

【Shadowing】

Human resources side

<検討事項①：動画の停止と音声認識のタイミング>
シャドーイング動画を会話の区切りや話者の切替タイミングで自動停止させ。
会話→区切りで自動停止→シャドーイング→会話→区切りで自動停止…
とするか？
(シャドーイングの時だけマイクオンに出来れば、イヤホン無しでも動画音に影
響されない)

・シャドーイングは右下の【 】をタップすると開始

<検討事項②：認識結果別の終わらせ方>
シャドーイングの認識結果が
①「すべてOK」 ②「一部間違い」 ③「大きく認識間違い」
などとなったとき
①：終了してホームへ戻る→OKですが
②③の場合どのように終わらせて次へ進めさせるのか？

<検討事項③：認識結果の履歴>
検討事項②の仕様にあわせた、シャドーイング履歴が必要

マークをタップして開始 認識された音声がテキスト化
される



Human resources side

Academy②
2-3.シャドーイング完了リストへの追加- Add to the list of completed

WoW System
Ver.1.0

【Shadowing】 【Shadowing(LIST)】

・実行完了したShadowingはアプリ下部メインメニューの【Lecture】のリスト最上段に追加される。→実行履歴・繰り返し実行OK

Human resources side

リストが1段下にスクロールして
最後のShadowingメニューが
リストの最上段にスタックされた

(Shadowing前)

(Shadowing後)



Academy②
3-1.テストの流れ- TEST Flow

WoW System
Ver.1.0

Human resources side

No.31
「31回」を選択

【Academy HOME】

・HOMEの「学習スゴロク」のTESTメニューをタップした場合【TEST】が開く。回答後はHOMEへ。

【TEST】

TESTの実行 TEST「31回」
がスゴロクから消えて、スゴロ
クメニューが1段上にスクロールした

【Academy HOME】



Academy②
3-2.テストの仕様- TEST Flow

WoW System
Ver.1.0

Human resources side

【TEST】
<検討事項①：テスト問題の数>
1回のテストでいくつの問題を出題するか

<検討事項②：テスト結果別の終わらせ方>
・テスト結果に応じた動作の検討
①正解100％～90％より上→終了してホームへ戻る
②正解90％以下～70%より上
③正解70%以下～
などとしたとき
①：終了してホームへ戻る→OKですが
②③の場合どのように終わらせて次へ進めさせるのか？
また②③の場合は再度スゴロクにテストを復活させるのか？

<検討事項③：テスト結果の履歴>
検討事項②の仕様にあわせた、テスト履歴が必要

・該当する選択肢を選んで“NEXT“
問題セットが終了すると、正解率が表示される

選択してNEXT 問題セット終了後に
・過去の正解率
・今回の正解率
表示される



Human resources side

Academy②
3-3.TEST完了リストへの追加- Add to the list of completed

WoW System
Ver.1.0

【TEST】 【TEST(LIST)】

・実行完了したTESTはアプリ下部メインメニューの【Lecture】のリスト最上段に追加される。→テスト履歴・繰り返しテストOK

Human resources side

リストが1段下にスクロールして
最後のテストメニューが
リストの最上段にスタックされた

(TEST前)

(TEST後)



Nippon+介護コンテンツ(タブ追加)Nipponコンテンツ(デフォルト)

https://japanculturalexpo.bunka.go.jp/gallery/
JAPAN CULTURAL EXPOのコンテンツなどを掲載予定

Academy②
4.追加コンテンツ- additional content

WoW System
Ver.1.0

Human resources side

・メインメニュー「Nippon」は、コンテンツブラウザとして外部の動画やサイトなどへのアクセス窓口
・企業からのOEMコンテンツを掲載する場合は、同「メニューアイコンの変更」と「追加コンテンツタブの追加」を行う
※ユーザーが上記企業から離れた場合はデフォルトの「Nippon」の状態に戻す。

職域OEM企業に所属するユーザーには、Nipponコ
ンテンツに加えて該当する職業の習得用コンテンツが
タブ分けされ掲載される。

https://japanculturalexpo.bunka.go.jp/gallery/


Academy③
＠Workからの通知- Notification from @Work

WoW System
Ver.1.0

「@Work」に3件の
新規アクセスまたは
メッセージがあります

簡易検索で検索された
3件のアクセス

日毎の新規アクセス数

＠Workについては次ページ

Academyを利用しているだけでもユーザーが企業に検索される場合がある。その時は「＠Work」タブに検索した企業の数が「バッヂ表示」される。
※この時、熱心に学習しているユーザーは企業側の検索リスト上位に表示される。

Human resources side
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